
特
に
、
元
禄
十
六
（
一
七
○
三
）
年
に
起
こ
っ
た
元
禄
地
震
・
津
波
研
究
の
第
一
任
者
と
し
て
著
名
な
先
生
は
、
「
山
武
・
長
生

郡
に
お
け
る
元
禄
地
震
調
査
」
「
第
二
集
元
禄
地
震
史
料
お
よ
び
分
析
」
「
第
三
集
元
禄
地
震
史
料
集
」
等
を
御
出
版
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
す
。
ま
た
地
震
・
津
波
に
つ
い
て
、
新
聞
の
連
載
記
事
等
で
御
報
告
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
各
地
で
御
講
演
さ
れ
る
な
ど
、
精

力
的
に
活
動
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
「
興
隆
学
林
紀
要
」
十
四
号
に
掲
載
さ
れ
た
平
田
義
浩
上
人
の
「
元
禄
津
波
と
そ
の
供
養
に
つ
い

て
」
は
、
こ
う
し
た
古
山
先
生
の
研
究
を
多
く
参
照
さ
れ
な
が
ら
、
供
養
と
い
う
宗
教
的
観
点
か
ら
元
禄
津
波
を
論
じ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

献
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
の
度
、
住
本
寺
か
ら
「
法
雲
山
遠
播
寺
細
草
檀
林
』
（
第
二
刷
）
を
発
行
す
る
御
縁
を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。
本
書
を
御
出
版
さ

れ
た
古
山
豊
先
生
は
、
私
が
住
職
を
拝
命
し
て
い
る
住
本
寺
の
檀
信
徒
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
「
興
隆
学
林
紀
要
」

の
編
集
部
よ
り
古
山
先
生
の
御
紹
介
と
、
本
書
を
住
本
寺
よ
り
発
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
記
す
こ
と
を
求
め
ら
れ
ま

し
た
の
で
、
借
越
な
が
ら
述
べ
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

古
山
先
生
は
千
葉
県
大
網
白
里
市
細
草
で
生
ま
れ
育
ち
、
現
在
も
細
草
に
お
住
ま
い
の
方
で
、
高
校
で
社
会
科
の
教
師
と
し
て
長

年
勤
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
千
葉
県
内
の
高
校
で
は
、
校
長
職
も
歴
任
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
教
職
を
退
か
れ
た
現
在
は
、
大
網
白

里
市
文
化
財
審
議
会
会
長
、
大
網
白
里
市
郷
土
史
研
究
会
会
長
等
の
役
に
就
か
れ
、
地
域
の
歴
史
調
査
を
通
じ
て
、
地
域
振
興
に
貢

古
山
豊
編
著
『
法
雲
山
遠
需
寺
細
草
檀
林
』
発
行
に
際
し
て

住
本
寺
住
職

興
隆
学
林
専
門
学
校
副
舎
監

渡
邉
寿
雄

－95－








